
今 月 表 紙の今 月 表 紙の

　今月の表紙は８月１６日、塩沢地区の医王
寺で行われた河井継之助墓前祭で披露され
た前田剣豪会（新潟県長岡市）の剣舞です。
　長岡藩家老「河井継之助」没後１４８年の
命日にあたるその日は、只見町民や新潟県長
岡市民など約７０名が参列しました。
　式典では、塩沢観光協会の田村勝男会長
が主催者挨拶を述べられ、その後、小千谷談
判があった慈眼寺住職による読経が行われ
ました。目黒町長は「武士としての生き様・立
ち上がる勇気・志しは、人々の心に伝わって
います」と追悼の言葉を述べました。式典の
最後に前田剣豪会の力強い剣舞が披露され、
大きな拍手が送られました。今年も多くの参
列者と共に、終焉の地で継之助を偲ぶことが
できました。

県長

会長
谷談
われ
・立
って
典の
され、
の参
とが
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河井継之助の墓前で剣舞を披露する前田剣豪会



▲平成26年度に取り壊された只見総合開発センター

▲只見振興センターは、只見総合開発センターと同じ場所に
　建設されます

　

別
築
決
定
後
、
只
見
振
興
セ
ン
タ
ー
の
基
本

構
想
策
定
の
た
め
、
町
民
や
関
係
者
等
と
意
見

交
換
会
を
繰
り
返
し
、
更
に
は
只
見
振
興
セ
ン
タ

ー
建
設
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
具
体
的
な
基

本
構
想
の
取
り
ま
と
め
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
基

本
設
計
・
実
施
設
計
を
経
て
、
地
盤
改
良
・
本
体

工
事
を
美
馬
建
設
㈱
、
電
気
工
事
を
㈲
本
多
電

気
工
事
店
、
設
計
監
理
を
㈱
環
境
シ
ス
テ
ム
研
究

所
に
各
々
委
託
契
約
し
て
い
ま
す
。

　

只
見
地
区
セ
ン
タ
ー（
現
・
只
見
振
興
セ
ン
タ
ー
）

が
設
置
さ
れ
て
い
た
只
見
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー
は
、

只
見
地
区
に
お
け
る
産
業
基
盤
と
生
活
環
境
の
向

上
な
ど
を
目
的
に
、地
域
の
拠
点
施
設
と
し
て
昭

和
46
年
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

建
設
後
は
、
町
を
あ
げ
て
の
文
化
祭
や
結
婚

式
会
場
、
各
種
催
し
物
会
場
な
ど
交
流
の
場
等

と
し
て
も
広
く
活
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
平

成
20
年
に
実
施
し
た
耐
震
診
断
に
よ
り
、
耐
震

性
が
低
い
こ
と
が
判
明
し
、
建
物
の
補
強
や
新

築
工
事
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
、
費
用
対
効
果
の

面
か
ら
解
体
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
３
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

に
よ
り
、
建
物
が
更
に
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
た

め
、
同
年
５
月
に
活
動
の
拠
点
を
旧
只
見
中
学

校
に
移
し
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
役
場
庁
舎
と
の
合
築
な
ど
も
検
討

し
ま
し
た
が
、
多
く
の
町
民
か
ら
別
築
に
つ
い

て
強
い
要
望
が
あ
り
、
平
成
25
年
10
月
に
役
場

庁
舎
と
は
別
築
と
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

只
見
振
興
セ
ン
タ
ー
が
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
る
！

只
見
振
興
セ
ン
タ
ー
新
築
事
業

新
築
の
背
景
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◆構　造
　木造２階建
　（建物の一部に町産材を使用）

◆床面積
　（１F）741.94㎡
　（２F）257.61㎡
　 合 計 999.55㎡（※本棟の面積）

◆工　期
　H28年6月20日
～H29年3月31日

◆工事費（地盤改良工事・本体・電気）
　約530,000,000円

◆設計監理
　㈱環境システム研究所

◆工事施工
　・美馬建設㈱
　・㈲本多電気工事店

只見振興センターの特徴

 建設の概要 

１．地域のお茶の間や住民の活動拠点となるよう、１Fにコーヒーブレイクが気軽にできる
土間（多目的スペース）を設置し、老若男女を問わず気兼ねなく集える空間を設けます。

　
２．コンパクトな施設でありながら、地域住民の避難場所として安心して使用できるよう機
能を充実します。

　
３．町の林業の振興を図るために、町産材（スギ・カラマツ）を建築材料に活用します。



▲今年度成人を迎える31名の皆さん

▲一人ひとりに手渡された成人証書▲家族からの手紙に目をとおす新成人▲謝辞を述べる飯塚奈央さん

　

８
月
15
日
、
季
の
郷
湯
ら
里
で
成
人
式
が
行

わ
れ
、
山
村
留
学
生
を
含
め
31
名
の
新
成
人
が

出
席
し
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
久
し
ぶ
り
に
再

会
し
た
友
人
と
喜
び
合
う
姿
が
見
ら
れ
、
歓
喜

の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
目
黒
町
長
が
「
只
見
町
で
生
ま

れ
育
っ
た
こ
と
を
誇
り
に
頑
張
っ
て
下
さ
い
。
願

わ
く
ば
只
見
に
戻
っ
て
来
て
い
た
だ
き
、
豊
か
な

町
づ
く
り
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
式
辞
を
述
べ
、
続
い
て
行
わ
れ
た
成
人
証
書

授
与
で
は
、
新
成
人
か
ら
家
族
へ
感
謝
の
気
持

ち
な
ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
読
み
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
齋
藤
邦
夫
町
議
会
議
長
か
ら
励
ま

し
の
言
葉
が
送
ら
れ
、
先
輩
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
し
て
只
見
町
で
働
く
２
人
の
先
輩
か
ら
は
、

自
分
達
の
こ
れ
ま
で
の
経
験
の
中
で
新
成
人
の
皆

さ
ん
の
人
生
に
役
立
て
て
欲
し
い
こ
と
が
話
さ

れ
、
新
成
人
の
皆
さ
ん
は
真
剣
に
話
を
聞
い
て
い

ま
し
た
。

　

最
後
に
成
人
者
を
代
表
し
て
飯
塚
奈
央
さ
ん

が
「
成
人
を
迎
え
る
不
安
も
あ
り
ま
す
が
、
皆

様
か
ら
の
言
葉
を
胸
に
刻
み
、
精
一
杯
努
力
し
て

い
き
ま
す
。
ふ
る
さ
と
只
見
町
で
成
人
式
を
迎

え
ら
れ
本
当
に
う
れ
し
く
思
い
ま
す
」
と
謝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
に
は
、「
18
歳
の
酒
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
で
作
ら
れ
た
日
本
酒
が
、
新
成
人
に
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

祝
成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す



▲酒を受けとる吉津 勇さん

新成人の夢と感謝の言葉

南会津地方広域市町村圏組合
消防署只見出張所
渡部　錬さん
　私は医療現場に興味があり、救急
救命士の資格を取りました。只見町
の救急搬送は、大きな病院まで時間
がかかる為、救急救命士で町に貢献
したいと思い戻ってきました。社会で
はコミュニケーションが大事になるの
で“正直さ・素直さ・誠実さ・愛”を武
器に、成人として頑張って下さい。

　「18歳の酒」プロジェクトとは、
高校３年生の時に酒米づくりから
酒づくりまで体験して作ったお酒を
２年間貯蔵して、成人式でプレゼ
ントする事業で、酒造関係者と地
元農家が共同で実施しています。

役場保健福祉課兼
介護老人保健施設こぶし苑
飯島　小百合さん
　群馬県出身の私は、作業療法士の
仕事で只見町に来ました。只見町は人
の手が加えられていない大自然がある
こと、そして“人と人との繋がりが強い”
というのが特徴で、私はここで暮らすう
ちに豊かな心を手に入れました。只見
町が田舎の見本になれるよう、町の素
晴らしさを発信し伝えていきたいと思
います。

飯塚 奈央さん

　只見町の支援
があったから今
の大学に合格で
きました。立派
な看護師になっ
ていつか恩返し
したいです。

渡部 春樹さん

　専門学校卒
業後只見に戻っ
てきて救命士と
して只見町に貢
献したいと思っ
ています。

山田 祐斗さん

　両親へ。今日
まで育ててくれて
ありがとう。これ
からも迷惑かけ
ると思うけど、か
けた分親孝行す
るから宜しく！

山内 香純さん

　自然豊かな只
見で遊んだり走
ったりすることが
できて幸せでし
た。只見で過ごし
た日々は一生の
思い出です。

鈴木 愛さん

　やっぱり只見
に帰ってくると安
心します。みんな
優しいだけでな
く、人として良い
人ばかりです。

目黒 郷さん

　只見町で過ご
せて良かったで
す。将来只見町
を有名にして戻
ってきます。



「
只
見
町
の
野
生
動
植
物
を
保
護
す
る
条
例
」制
定
・
施
行

「
只
見
町
の
野
生
動
植
物
を
保
護
す
る
条
例
」制
定
・
施
行

只
見
町
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
守
る
た
め
に

　

只
見
町
は
平
成
26
年
６
月
、人
と
自
然

と
の
共
生
を
目
指
す
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に

登
録
と
な
り
、今
回
、町
の
豊
か
な
自
然
環

境
と
そ
の
重
要
な
構
成
要
素
で
あ
る
野
生

動
植
物
と
そ
の
生
育
、生
息
場
所
の
保
護
・

保
全
を
図
り
、地
域
の
持
続
可
能
な
発
展

を
目
指
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
只
見
町

の
野
生
動
植
物
を
保
護
す
る
条
例
」を
制

定
し
、今
年
の
６
月
24
日
か
ら
施
行
と
な
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、野
生
動
植
物
の
保
護
・
保
全
に

関
す
る
法
的
規
制
が
十
分
に
整
備
さ
れ
て

▲町内で発見されたタダミハコネサ
　ンショウウオ

▲フクジュソウ

▲山々に囲まれた豊かな自然環境を有する只見町

　

町
教
育
委
員
会
が
主
催
す
る
町
内
の

小
・
中
学
生
を
対
象
と
し
た
夏
休
み
勉
強

会「
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
」が
、８
月
17
日
か
ら

21
日
の
５
日
間
、各
振
興
セ
ン
タ
ー
や
小

学
校
な
ど
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
児
童
・
生
徒
た
ち
は
、夏
休

み
の
宿
題
や
振
り
返
り
学
習
、勉
強
方
法

な
ど
を
大
学
生
か
ら
指
導
を
受
け
ま
し

た
。勉
強
を
教
え
た
の
は
教
員
を
目
指
す

福
島
大
学
生
12
名
や
只
見
高
校
生
３
名

で
、学
習
指
導
の
ほ
か
ゲ
ー
ム
や
ク
イ
ズ
を

児
童
・
生
徒
と
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
た
。

　

福
島
大
学
生
か
ら
は「
教
育
実
習
前
の

良
い
経
験
に
な
り
、へ
き
地
の
学
校
に
つ
い

て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
で
、逆
に
勉
強
さ

せ
て
頂
い
て
い
ま
す
」と
笑
顔
で
話
し
て
い

ま
し
た
。

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
開
催

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
開
催

町
内
小
・
中
学
生
の
夏
休
み
勉
強
会

▲大学生から学習指導を受ける児童たち

お
ら
ず
、こ
れ
ま
で
も
心
無
い
人
に
よ
る

町
内
で
の
山
野
草
の
盗
掘
、ラ
イ
ト
ト
ラ

ッ
プ
に
よ
る
昆
虫
採
集
が
報
告
さ
れ
、移

行
地
域（
只
見
町
管
内
）を
中
心
に
只
見
ユ

ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
域
内
で
守
る
べ
き
野
生

動
植
物
と
そ
の
自
生
地
、生
息
地
に
つ
い

て
保
護
・
保
全
を
図
る
措
置
の
必
要
性
が

あ
り
、町
民
の
方
々
か
ら
も
そ
う
し
た
こ

と
に
対
応
で
き
る
条
例
が
求
め
ら
れ
て
き

た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
町
、町
民
・
事
業
者
、来
町
者
が

一
体
と
な
り
、豊
か
な
自
然
環
境
の
保
護
・

保
全
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

自
然
環
境
や
野
生
動
植
物
の
存
在
に

よ
っ
て
私
た
ち
の
日
々
の
生
活
は
支
え
ら

れ
て
い
ま
す
。只
見
町
の
豊
か
で
貴
重
な
自

然
環
境
や
野
生
動
植
物
を
守
り
、町
の
発

展
に
繋
が
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

　【
条
例
の
主
な
内
容
】

　

町
は
自
然
環
境
等
の
保
全
に
関
す
る

基
本
的
、総
合
的
な
施
策
を
策
定
し
、町

が
行
う
各
種
事
業
に
お
い
て
最
大
限
に

野
生
動
植
物
を
保
護
・
保
全
し
、町
民
、

事
業
者
お
よ
び
来
町
者
に
対
し
て
野
生

動
植
物
の
保
全
に
関
す
る
重
要
性
の
理

解
へ
の
啓
発
に
努
め
る
。

　

町
民
、事
業
者
お
よ
び
来
町
者
は
、町

内
の
野
生
動
植
物
の
存
在
価
値
を
理
解

し
、そ
の
保
護
・
保
全
に
努
め
、町
の
実
施

す
る
施
策
に
協
力
す
る
。

　

ま
た
、野
生
動
植
物
の
保
護
・
保
全
の
た

め
に
、絶
滅
危
惧
種
へ
悪
影
響
を
与
え
る

活
動
は
控
え
る
こ
と
や
町
が
特
に
保
護
・

保
全
す
べ
き
と
判
断
し
た
野
生
動
植
物
を

町
指
定
貴
重
野
生
動
植
物
と
し
て
指
定

で
き
る
ほ
か
、ラ
イ
ト
ト
ラ
ッ
プ
な
ど
野
生

動
植
物
を
大
量
に
捕
獲
す
る
行
為
は
原

則
禁
止
す
る
。

･
･
･
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。



NEWS＆FLASH

只
見
線
応
援
の
為
に
寄
付

只
見
線
応
援
の
為
に
寄
付

歌
と
踊
り
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
で

　

８
月
５
日
、夢
広
場（
大
倉
地
区
）の
角
田

初
美
さ
ん
が
役
場
を
訪
れ
、只
見
線
応
援
寄

付
金「
３
０
５
，５
１
６
円
」を
渡
部
総
合
政

策
課
長
へ
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
寄
付
金
は
、７
月
24
日
に
埼
玉
県
八

潮
市
民
文
化
会
館（
メ
セ
ナ
）に
お
い
て
夢
広

場
が
主
催
し
行
わ
れ
た「
第
４
回
頑
張
ろ
う

東
日
本
！
只
見
線
応
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ

ー
」で
、チ
ケ
ッ
ト
の
売
り
上
げ
の
一
部
と
、来

場
者
の
寄
付
金
を
集
め
た
も
の
で
す
。プ
ロ

の
歌
手
な
ど
が
歌
と
踊
り
を
披
露
し
、会
場

に
は
約
５
０
０
名
が
訪
れ
ま
し
た
。会
場
の

一
角
で
は
只
見
線
の
写
真
を
展
示
し
、来
場

者
へ
只
見
線
の
Ｐ
Ｒ
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

寄
付
で
は
、夢
広
場
の
皆
さ
ん
の
只
見
線

に
対
す
る
思
い
を
受
け
取
り
、早
期
全
線
開

通
へ
向
け
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　

高
校
生
の
学
力
向
上
と
地
域
再
生
の
一
体

的
展
開
を
提
唱
し
て
い
る
、岐
阜
県
立
可
児

高
校
教
諭
の
浦
崎
太
郎
先
生
の
講
演
会
が

８
月
９
日
、只
見
振
興
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま

し
た
。主
催
は
只
見
高
校
振
興
対
策
会
議
で
、

関
係
者
23
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、高
校
生
に
変
化
を
も
た
ら

せ
た「
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
」と
い
う
、高

校
と
地
域
が
協
働
で
地
域
課
題
を
解
決
し

学
ぶ
教
育
方
法
に
つ
い
て
、可
児
高
校
を
実

例
に
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
校
生
が
地
域
の
大
人
と
交
流
す
る
こ
と

で
、活
き
た
大
人
の
考
え
や
社
会
経
験
が
学
べ
、

自
分
の
ス
キ
ル
を
地
元
で
活
か
す
考
え
が
育

ち
、地
域
が
再
生
し
て
い
く
と
い
う
も
の
で
す
。

　

今
年
度
か
ら
町
で
も
公
営
塾
で
実
践
す
る

予
定
で
す
。

　

只
見
町
の
個
人
県
民
税
の
納
税
が
、平
成

24
年
度
か
ら
平
成
27
年
度
ま
で
の
４
年
間

連
続
完
納
と
い
う
功
績
が
認
め
ら
れ
、８
月

10
日
に
役
場
町
長
室
に
お
い
て
表
彰
式
が
行

わ
れ
、感
謝
状
の
贈
呈
を
受
け
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、大
谷
英
明
南
会
津
地
方
振

興
局
長
か
ら
目
黒
町
長
に
感
謝
状
が
手
渡

さ
れ
、振
興
局
長
は「
４
年
連
続
の
完
納
は

素
晴
ら
し
い
。今
後
も
記
録
を
延
ば
し
、引

き
続
き
県
税
へ
の
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」

と
述
べ
ら
れ
、町
長
は「
こ
の
記
録
は
町
民
一

人
一
人
が
日
頃
か
ら
高
い
納
税
意
識
を
持
っ

て
い
る
か
ら
こ
そ
無
し
得
た
も
の
と
深
く
感

謝
し
ま
す
」と
述
べ
ま
し
た
。今
後
も
只
見

町
の
完
納
記
録
が
継
続
で
き
る
よ
う
、皆
さ

ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

８
月
20
日
、Ｊ
Ｒ
只
見
駅
で
只
見
線
バ
ー

ス
デ
イ
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、20
日
に
只
見
駅
が
開
業

53
周
年
を
迎
え
た
こ
と
、そ
し
て
29
日
に
只

見
線
全
線
開
通
45
周
年
を
迎
え
た
こ
と
か

ら
只
見
町
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
が
主
催
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、只
見
町
と
金
山
町
の
公
式

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
ブ
ナ
り
ん・か
ぼ
ま
る
」が
登

場
し
、只
見
駅
で
只
見
線
の
お
見
送
り
を
し

ま
し
た
。ま
た
、８
月
に
45
歳
、53
歳
に
な
る

方
限
定
で
、南
郷
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
や
只
見
線

Ｔ
シ
ャ
ツ
な
ど
が
先
着
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま

し
た
。そ
し
て
、只
見
駅
内
で
は
只
見
線
へ
の
お

祝
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
飾
ら
れ
、只
見
駅
は
お
祝

い
ム
ー
ド
一
色
と
な
り
ま
し
た
。

「
地
域
と
高
校
を
つ
な
ぐ
講
演
会
」開
催

「
地
域
と
高
校
を
つ
な
ぐ
講
演
会
」開
催

地
域
課
題
解
決
型
キ
ャ
リ
ア
教
育

只
見
町
が
県
知
事
よ
り
感
謝
状
受
賞

只
見
町
が
県
知
事
よ
り
感
謝
状
受
賞

県
税
完
納
４
年
連
続

只
見
線
バ
ー
ス
デ
イ
イ
ベ
ン
ト
開
催

只
見
線
バ
ー
ス
デ
イ
イ
ベ
ン
ト
開
催

只
見
線
を
み
ん
な
で
お
祝
い

▲寄付金を渡す夢広場の角田初美さん（右）と受けとる
　渡部総合政策課長

▲アクティブラーニングの効果は、生徒の学習意欲向
　上や面接試験にあると説明する浦崎先生

▲大谷南会津地方振興局長（左）から感謝状を受け
　取る目黒町長

▲ブナりん・かぼまると一緒に只見線を見送る皆さん



只
見
町
の
現
地
視
察
と
懇
談
会
を
実
施

只
見
町
の
現
地
視
察
と
懇
談
会
を
実
施

内
堀
県
知
事
が
南
会
津
郡
を
訪
問

「
農
業
委
員
会
」の
選
任
と「
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
」の
新
設

「
農
業
委
員
会
」の
選
任
と「
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
」の
新
設

農
地
利
用
の
最
適
化
を
目
指
す

　

８
月
18
日
、内
堀
雅
雄
県
知
事
が
只
見

町
を
訪
れ
、現
地
視
察
と
目
黒
町
長
と
の

懇
談
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

現
地
視
察
で
は
亀
岡
多
目
的
活
性
化

広
場
を
訪
れ
、国
の
地
方
創
生
事
業
で
認

定
さ
れ
た
交
流
型
観
光
推
進
事
業
で
整

備
さ
れ
る「
サ
ン
ド
バ
レ
ー
コ
ー
ト
」の
予

定
地
を
見
学
し
ま
し
た
。コ
ー
ト
の
砂
は

只
見
湖
周
辺
の
砂
を
活
用
し
サ
ン
ド
バ
レ

ー
実
業
団
監
修
で
公
式
コ
ー
ト
の
品
質
を

目
指
す
こ
と
、敷
地
内
に
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ

ス
を
設
置
し
物
販
・
カ
フ
ェ
な
ど
交
流
の

場
を
創
出
す
る
こ
と
、ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク

構
想
な
ど
に
つ
い
て
、町
長
か
ら
知
事
へ
説

明
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、季
の
郷
湯
ら
里
で
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。町
長
か
ら
の
ユ
ネ
ス
コ

エ
コ
パ
ー
ク
を
軸
と
し
た
町
づ
く
り
や
、ほ

ん
も
の
体
験
が
で
き
る
滞
在
型
観
光
、ス

ポ
ー
ツ
の
拠
点
づ
く
り
、そ
し
て
Ｊ
Ｒ
只

見
線
の
活
用
に
つ
い
て
の
説
明
に
対
し
、知

▲内堀県知事（左）へサンドバレーコート
　の説明をする目黒町長

▲只見線の復興についても確認しあった懇談会

　

任
期
満
了
に
伴
い
改
選
さ
れ
た
只
見
町
農
業
員
会
は
８
月
12
日
に
第
１
回
総
会
を
開

催
し
、会
長
に
矢
澤
照
嘉
委
員
、職
務
代
理
者
に
三
瓶
新
一
郎
委
員
と
飯
塚
春
夫
委
員
を

選
任
し
ま
し
た
。委
員
会
の
任
期
は
平
成
28
年
８
月
12
日
か
ら
平
成
31
年
８
月
11
日
ま

で
の
３
年
間
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、農
業
委
員
会
法
改
正
に
伴
い
、新
た
に「
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
」が
設
置

さ
れ
、各
担
当
区
域
に
お
け
る
農
地
利
用
の
最
適
化
を
目
指
し
ま
す
。

事
は「
町
の
骨
格
が
し
っ
か
り
し
て
お
り
、

目
黒
町
長
の
熱
意
が
し
っ
か
り
伝
わ
り
ま

し
た
。特
に
サ
ン
ド
バ
レ
ー
コ
ー
ト
事
業

は
、他
に
は
な
い
山
の
中
に
あ
る
の
が
特
徴

で
、復
興
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
”絆
“で
関
わ

っ
た
全
日
本
女
子
バ
レ
ー
監
督
の
眞
鍋
さ

ん
の
バ
レ
ー
教
室
が
き
っ
か
け
と
い
う
ス
ト

ー
リ
ー
性
も
素
晴
ら
し
く
、只
見
町
の
良

さ
が
分
か
り
ま
す
」と
感
想
を
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　

町
長
か
ら「
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
を
軸

と
し
た
町
づ
く
り
に
つ
い
て
、県
と
の
連

携
・
支
援
を
賜
り
た
い
」と
伝
え
る
と
、知

事
か
ら
も「
県
も
只
見
町
と
ス
ク
ラ
ム
を

組
ん
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
」と
協
力
へ

の
意
向
が
示
さ
れ
、堅
い
握
手
で
懇
談
会

が
終
了
し
ま
し
た
。

農
業
委
員
会
名
簿

農
地
利
用
最
適
化

　
　
　
推
進
委
員
名
簿

議　席
１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１

住　所
蒲　生
亀　岡
梁　取
布　沢
塩ノ岐
叶　津
福　井
只　見
小　川
大　倉
黒　谷

氏　名
三　瓶　新一郎
齋　藤　　　聡
山　内　征　久
湯　田　次　雄
星　　　和　榮
佐　藤　泉　太
渡　部　理　一
小　沼　一　弘
渡　部　周一郎
飯　塚　春　夫
矢　澤　照　嘉

氏　名
五十嵐　義　博

矢　沢　友　一
佐　藤　孝　輝
馬　場　正　一
矢　沢　達　也
星　　　耕　一
本　名　一　貴
目　黒　道　男

住　所
只　見

塩　沢
小　林
坂　田
二軒在家
福　井
黒　谷
熊　倉

担当区域
石伏・只見・舘ノ川・
黒沢・叶津・八木沢
蒲生・寄岩・塩沢・十島

小林・大倉
坂田・布沢

梁取・二軒在家・塩ノ岐
楢戸・小川・下福井・上福井

黒　谷
長浜・荒島・熊倉・
亀岡・深沢

備　考
職務代理者

認定農業者・新任
認定農業者・新任

新　任
認定農業者・新任
認定農業者・新任

新　任

新　任
職務代理者
会　長
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㈱
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
社
長
に
よ
る
講
演
会
を
開
催

㈱
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
社
長
に
よ
る
講
演
会
を
開
催

只
見
町
と
新
潟
県
三
条
市
の
交
流
事
業

　

国
道
２
８
９
号
八
十
里
越
工
事
区
間
の

開
通
を
見
据
え
た
新
潟
県
三
条
市
と
の
八

十
里
越
交
流
事
業
と
し
て
、オ
ー
ト
キ
ャ
ン

プ
の
パ
イ
オ
ニ
ア
メ
ー
カ
ー
㈱
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク

（
三
条
市
）山
井
太
社
長
の
講
演
会
が
８
月

27
日
、季
の
郷
湯
ら
里
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

只
見
町
と
県
南
会
津
地
方
振
興
局
の
主
催

で
、約
２
０
０
名
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

講
演
会
は「
人
と
自
然
を
つ
な
ぐ
空
間
提

案
」を
テ
ー
マ
に
、キ
ャ
ン
プ
で
人
と
自
然
を

繋
ぐ
内
容
を
講
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。ア
ウ

ト
ド
ア
は
先
進
国
で
需
要
が
多
く
、ス
ト
レ

ス
社
会
で
生
き
る
人
が
ア
ウ
ト
ド
ア
を
望

み
、只
見
町
は「
自
然
＝
癒
し
」と
い
う
財
産

を
持
っ
て
お
り
、そ
れ
を
活
用
し
た
ア
ウ
ト

ド
ア
提
案
が
な
さ
れ
ま
し
た
。特
に「
グ
ラ
ン

　

８
月
23
日
、只
見
町
役
場
に
お
い
て
道
路

な
ど
の
愛
護
に
功
績
の
あ
っ
た
団
体
・
個
人

に
対
す
る
感
謝
状
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、南

会
津
建
設
事
務
所
か
ら
明
和
婦
人
会
に
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、通
学
・
通
勤
な
ど
日
常
利
用
し

て
い
る
公
共
道
路
に
対
し
、明
和
婦
人
会
の

方
々
が
長
年
に
渡
り
、フ
ラ
ワ
ー
ラ
イ
ン
な

ど
地
区
内
の
道
路
の
美
化
に
努
め
、快
適
で

美
し
い
道
路
環
境
づ
く
り
と
、道
路
愛
護
意

識
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
た
と
し
て
感
謝
状
が

贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

贈
呈
式
で
佐
藤
善
治
南
会
津
建
設
事
務

所
長
は「
長
年
の
美
化
活
動
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。今
後
も
県
と
と
も
に
美
化
活
動
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
た
い
」と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

　

８
月
４
〜
５
日
、梁
取
地
区
の
成
法
寺
で

明
和
自
治
振
興
会
主
催
の
企
画「
お
寺
に
泊

ま
ろ
う
」が
開
催
さ
れ
、明
和
小
学
生
の
児
童

13
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

お
寺
で
は
、和
尚
様
の
法
話
、写
仏
・
座
禅

体
験
な
ど
経
験
を
し
ま
し
た
。特
に
座
禅
で

は
、子
ど
も
達
が
痛
み
を
我
慢
し
な
が
ら
30

分
間
足
を
組
み
、あ
た
り
は
静
ま
り
返
っ
て
い

ま
し
た
。　

　

子
ど
も
達
は
最
後
に「
和
尚
様
の
話
や
座

禅
が
良
か
っ
た
」、「
み
ん
な
で
夕
食
を
作
っ
た

り
、お
泊
り
が
楽
し
か
っ
た
」な
ど
感
想
を
話

し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
夏
の
思
い
出
に
な
っ

た
と
と
も
に
、親
元
を
離
れ
て
１
泊
す
る
こ

と
で
、子
ど
も
の
成
長
に
繋
が
っ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。

南
会
津
建
設
事
務
所
よ
り
感
謝
状

南
会
津
建
設
事
務
所
よ
り
感
謝
状

只
見
町
明
和
婦
人
会

「
お
寺
に
泊
ま
ろ
う
」開
催

「
お
寺
に
泊
ま
ろ
う
」開
催

明
和
地
区
の
夏
休
み
企
画

▲「自然首都・只見」でのアウトドアを提案する山井社長

▲会津工場の鈴木社長（右上）と技術連携について
　対談する山井社長（左上）

▲佐藤所長（右）から感謝状を受ける酒井秋子会長
　（中右）、矢沢千代副会長（中左）、酒井環境整備課長（左）

▲２日目の最後にみんなで成法寺の前で記念撮影
　する明和小学校の児童達

ピ
ン
グ（
贅
沢
な
キ
ャ
ン
プ
）」の
提
案
で
は
、

只
見
町
で
し
か
成
立
し
な
い「
景
色
・
食
・
サ

ー
ビ
ス
」を
最
上
級
の
形
で
提
供
す
る
新
し

い
切
り
口
を
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。　

　

講
演
会
最
後
に
は
、来
場
者
か
ら
多
く
の

質
問
が
飛
び
交
い
、八
十
里
越
交
流
事
業
の

第
一
歩
と
し
て
大
盛
況
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

今
後
、只
見
町
は
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の

フ
ィ
ー
ル
ド
活
用
の
一
つ
と
し
て
ア
ウ
ト
ド
ア

で
人
と
自
然
を
繋
ぎ
交
流
人
口
拡
大
を
目

指
し
ま
す
。ま
た
、会
津
工
場
で
は
ス
ノ
ー
ピ

ー
ク
の「
ダ
ッ
チ
オ
ー
ブ
ン
」を
造
る
技
術
連

携
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。会
津
工
場
の
鋳
物

技
術
と
、も
の
づ
く
り
の
ま
ち
三
条
市
の
経

済
交
流
が
今
後
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。



虫
歯
の

  

な
い
子
（　　　）8月2日

3歳児健診
湯田　誠汰くん
（坂田）

せいた

お盆帰省者歓迎の
球技大会を開催！

「夏の盆踊り」楽しく賑やかに！！
各地区で開催

　朝日地区と明和地区で恒例になっている、各集落対抗
「お盆帰省者歓迎野球・ソフトボール大会」が今年も盛大
に開催されました。朝日地区では８月１４日に「朝日地区親
善ソフトボール大会」が行われ、６チームの参加があり、楢
戸チームが見事優勝しました。
　８月１６日に行われた明和地区の「お盆帰省者歓迎野球
大会」では、６チームで優勝を争い、小林チームが優勝を果
たしました。大会終了後には、慰労会などが各々行われ、帰
省者との交流を図りました。

　お盆の夜に、只見地区と明和地区で盆踊り大会が開催されまし
た。只見地区納涼盆踊り大会は只見若衆会の主催で、１４、１５日
に沖下駐車場で行われました。只見小学校なんでもチャレンジ隊
やそのOBである只見中学生、若衆会員がおはやしを披露し、住民
や帰省客がやぐらの周りで輪をつくり踊りました。併せて１４日には
有志による花火大会も盛大に行われました。
　明和地区盆踊り仮装大会は、明和青年団が主催で１５日に明
和振興センター駐車場で行われました。恒例の仮装大会では、団
体が４組、個人参加３人が参加され、会場を盛り上げました。また、
花火大会の後には大抽選会が行われ、ディズニーペアチケットなど
が参加者に送られ、会場は熱気に包まれました。

　８月２４日、ヤマザキ
ショップ松屋酒店の吉
津年浩さんより、3年間
店内に設置した募金箱
で集めた只見線募金
「１１４,５９９円」が目黒
町長へ手渡されました。

吉津さんは「只見線の復旧に役立てて欲しい」と述べら
れました。

朝日・明和地区の恒例行事

▲（明和地区）見事な仮装を披露した子どもたち

▲（只見地区）おはやしを演奏するチャレンジ隊

▲写真／朝日地区親善ソフトボール大会ホームラ
ン競争の様子

JR只見線募金を頂きました！！

津年浩
店内に
で集め
「１１４
町長へ

吉津さんは「只見線の復旧に役立てて
れました。

▲目黒町長へ募金を手渡す
吉津さん（左）



皆さんからの身近な情報をお待ちしています。ご意見ご要望もお気軽にお寄せください。 
総務課 　　82ー5210　Fax 82ー2117  町の話題

▲セミナー室いっぱいの参加者

　講座の翌日には、槇原氏と一緒に昆虫採集をし、捕まえ
た昆虫の説明をしてもらいました。観察場所は梁取の学び
の森です。事前に昆虫を捕まえるバナナトラップや枝トラッ
プを仕掛けていたのでそれらを確認しました。それからたた
き網と棒で枝をたたいて落ちてきた昆虫を捕まえました。当
日までに雨が多かったので採れた虫は少なかったですが、
それでもカミキリムシ、クワガタムシなどの甲虫が10種類程
度捕れました。中でもヨコヤマヒゲナガカミキリは、ブナ、イ
ヌブナの生木を食べる珍しいカミキリムシです。成虫になる
と若い枝を求めて木の上の方に移動するのでなかなかお目

にかかれないそうです。ちょうど成虫になって出てきたところを捕まえられました。今回の観察会には9名の参加
がありました。参加者の皆さんは昆虫を捕まえている間、童心にかえって楽しんでいました。

7月30日（土）　「只見地域で見られるカミキリムシ類とその生態」

只見町ブナセンター
講座と観察会を実施

ブナセンター講座

　只見町では、2014年、2015年に、ユネスコエコパーク事
業のひとつである自然環境基礎調査として、昆虫相調査を
行いました。只見町は山深く、そこにどんな生物が生息・生
育しているか、未解明な部分が多くあります。今回の調査で
明らかになった只見町の昆虫相、甲虫類について、調査を
担当された槇原寛氏（森林総合研究所）に解説していただ
きました。はじめに、槇原氏が専門としているカミキリムシ類
について、形態、食性、身を守る方法（擬態）などが種によっ
て異なることなど、カミキリムシを理解するポイントを教えて
もらいました。
　続いて只見町の昆虫相の特徴をお話いただきました。カブトムシが小型であること、クワガタムシの種類が
多様であること、大曾根湿原での珍しい甲虫の発見、良好な森林の指標種が多いこと、マイマイガの大量発生
時にチョウの幼虫を食べる昆虫が増えたことなどが報告されました。只見町の昆虫相の特徴を端的にまとめて
いただき、只見町の自然を理解するすばらしい機会となりました。26名の方にご参加いただき、ジョークを交え
ての槇原氏の人柄が表れる講座を楽しみました。なお、これらの成果は、現在開催中の企画展で、豊富な標本
とともに見ることが出来ます。

自然観察会
7月31日（日）　「昆虫採集と観察会」

▲たたき網と棒を使って昆虫を捕まえる参加者



「やるならいましかね　やるならいましかね　６６
の親父の口癖は　やるならいましかね」

♪西新宿の親父の唄　長渕剛♪
 この唄は私が地域おこし協力隊に応募する際に
後押ししてくれた唄です。私の中で只見で衣食住
をしたい気持ちがありました。この気持ちは誰にも
負けない自信がありました。
 しかし、いざ応募しようとした時に色 な々不安が
でてきました。近所の人たちと交流ができるか、会

社は人員不足で退職してもいいものか。考えれば
考えるほど不安が増す一方で応募するのをためら
いました。そんな時にこの唄を聴いて勇気をもらい
決心することができました。そして晴れて只見町で
衣食住することができました。これからは、地域おこ
し協力隊として精いっぱい頑張りたいと思いますの
で皆様よろしくお願い致します。
　人生一度きり。うじうじしても何も始まらない。や
って後悔しよう。やるならいましかね。

　８月１日から１１月３０日まで朝日診療所で勤務していただく会津中央病院看護
師の藁谷玲奈さんです。会津若松市内の「仁愛高等学校」卒業後、会津中央病院
の救命救急センターに勤務され現在２年目です。藁谷さんは、只見で初めて訪問
看護を経験され、患者さんとの距離が病院より身近であること、そして看護師主体
で責任があることから興味を持たれたそうです。「私のことを見かけたら気軽に声
をかけて欲しい」と明るく話してくれた藁谷さんをどうぞ宜しくお願いします。

新しい看護師さんが朝日診療所に着任しました！

「生まれた子供にはB型肝炎予防接種を！」
　オリンピックの熱戦が終わりましたね。4年後の東京オ
リンピックでは、只見からも活躍する選手が出場するでし
ょうか。
　さて、今年10月から子供のB型肝炎予防接種が定期
接種になるのをご存じでしょうか？B型肝炎ウイルスは肝
硬変や肝癌という重い病気の原因になります。肝炎が起
きている人の血液・体液などを通して周囲の方へ感染し
ます。昔は輸血での感染や、B型肝炎を持つお母さんから
生まれた子供への感染が多数ありました。最近は輸血の
チェック体制が改善され、B型肝炎を持つお母さんが出
産する際には予防措置がとられています。しかし、輸血を
しなくても、家族にB型肝炎がなくてもB型肝炎ウイルスに
感染してしまう人がいます。B型肝炎は感染を起こしやす
いウイルスです。HIV（エイズ）なども血液で感染を起こし
ますが、それ以上に感染する力が強いウイルスです。
　幸いなことに、B型肝炎ウイルスには予防接種（ワクチ
ン）があります。これまでは「任意接種」といって各個人が

お金を出して接種するワクチンでした。今年10月から対象
の子供には市町村が補助をして接種できる「定期接種」
になりました。
　子供にB型肝炎の予防接種を受けさせるとどんな良い
ことがあるでしょうか？B型肝炎に感染しにくくなり、肝硬
変・肝癌になる可能性がとても低下することがわかってい
ます。B型肝炎は世界中で広がっている病気です。国内で
感染する可能性もありますが、海外旅行や海外で働くこと
で感染の機会が増えるかもしれません。
　接種方法は生後2か月に1回目、3か月に2回目、7-8カ
月に3回目の接種が一般的です。定期接種対象となるの
は平成28年4月以降に生まれた子供で、原則1歳になる
までに接種する子供です。詳しくは診療所医師や町の保
健師へご相談下さい。
　健康かつ安心して過ごせるように、全ての子供に0才か
らB型肝炎予防接種をオススメします！子供達が将来オ
リンピックなど海外で活躍する際も安心です。

地域おこし協力隊として
vol.22 橋本　拓馬

只見観光振興協力隊

わらがい  れ　 な

広報ただみ診療所 朝日診療所
医師　森　冬人

『やるならいましかね』

藁谷 玲奈さん（出身／いわき市）
家系に看護師が多く、小さい頃から
看護師になるのが夢でした！



只見学

福
島
県
中
世
史
研
究
会

柳
内
　
壽
彦

と
っ
て
お
き
の
話
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▲寛政６年購入の上皿の木箱

師
を
続
け
ま
し
た
。
大
二
氏
の
曾
祖

父
に
あ
た
る
宗
篤
は
昭
和
十
一
年

（
一
九
三
六
年
）
十
月
二
十
日
に
死

去
し
ま
す
が
、
南
会
津
郡
医
師
会
総

代
横
山
鹿
次
に
よ
る
弔
辞
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
に
よ
る
と
宗
篤
は
医
術
を

幼
く
し
て
馬
場
順
誠
に
学
び
、
家
業

を
継
い
だ
あ
と
、
次
に
長
岡
藩
佐
藤

寛
斎
に
つ
い
て
内
科
・
外
科
を
研
究

し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

こ
に
只
見
と
長
岡
の
文
化
的
な
つ
な

が
り
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

木
箱
墨
書
銘
陶
磁
器　

　

筆
者
は
平
成
二
年（
一
九
九
〇
年
）

に
矢
澤
家
で
所
蔵
す
る
陶
磁
器
の
調

査
を
す
る
機
会
を
得
、五
四
器
種（
陶

器
一
三
器
種
、
磁
器
四
一
器
種
）
を

確
認
し
ま
し
た
。
年
代
は
一
八
世
紀

末
か
ら
一
九
世
紀
が
中
心
で
、
生
産

地
は
陶
器
が
会
津
本
郷
産
、
磁
器
は

肥
前
産
（
佐
賀
県
産
）
の
も
の
が
多

か
っ
た
で
す
。
こ
の
う
ち
一
五
器
種

が
木
箱
に
入
っ
て
お
り
、
木
箱
の
蓋

の
表
・
裏
・
側
面
な
ど
に
購
入
年
月

日
、
器
種
名
、
購
入
者
、
ま
た
一
器

種
で
す
が
購
入
先
の
墨
書
銘
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
墨
書
銘
か
ら
木
箱

に
入
っ
て
い
る
陶
磁
器
の
使
用
年
代

や
当
時
何
と
呼
ば
れ
て
い
た
か
、
そ

し
て
流
通
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
木
箱
は
購
入
者
が
大
工
に
つ
く

ら
せ
た
よ
う
で
す
。
一
五
の
木
箱
の

一
つ
に
「
大
工
源
右
エ
門
作
」
と
記

さ
れ
て
い
る
の
が
あ
り
ま
す
。

　

購
入
年
月
日
は
最
古
が
寛
政
六
年

（
一
七
九
四
年
）、
最
新
は
慶
応
二
年

（
一
八
六
六
年
）
で
、
購
入
の
期
間

同
時
代
史
料
が
語
る
只
見
の
歴
史
⑤

矢
澤
家
旧
蔵
の
陶
磁
器
（
１
）　

―
矢
澤
家
と
木
箱
墨
書
銘
陶
磁
器
―

▲文久３年購入の奈良茶碗と木箱

は
七
二
年
に
及
び
ま
す
。

　

一
五
器
種
の
陶
磁
器
は
皿
類
、
碗

類
、
そ
の
他
に
大
別
で
き
、
皿
と
碗

が
三
分
の
二
を
占
め
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
名
称
か
ら
当
時
の
呼
び
名
が
わ

か
り
ま
す
。
皿
類
は
上
皿
、
小
皿
、

長
皿
、砂さ

鉢は
ち

で
す
。
碗
類
は
一
寸
口
、

茶ち
ゃ

盌わ
ん

、
登と

艸く
さ

茶
碗
、
飛ひ

び々

焼や
き

茶
碗
、

奈
良
茶
碗
、
南
京
奈
良
茶
碗
で
す
。

そ
の
他
は
猪
口
、
眼が
ん

家か

具ぐ

蘭ら
ん

曳び
き

（
目

薬
を
つ
く
る
道
具
）、
三
ツ
組
瀬
戸

重
、
透
丼
、
義ぎ

屋や

満ま
ん

陶と
う

盃
洗
で
す
。

　

購
入
者
は
「
矢
澤
氏
」
の
み
で
名

前
が
特
定
で
き
な
い
の
が
二
、
矢
澤
玄

説
が
五
、
矢
澤
宗
益
が
八
で
す
。
玄

説
は
千
秋
堂
、
衆
益
は
千
穐
堂
と
文

人
や
画
家
が
つ
け
る
雅
号
を
用
い
て

い
ま
す
。
大
二
氏
が
只
見
町
に
寄
贈

し
た
文
書
・
書
籍
の
中
に
元
禄
十
年

（
一
六
九
七
年
）
刊
行
の
『
俳
諧
御
た

ま
き
綱
目
』
が
あ
り
、
こ
の
表
紙
の

裏
に
矢
澤
玄
説
の
墨
書
銘
が
あ
り
ま

す
。
只
見
地
方
は
俳
諧
が
盛
ん
で
あ
っ

た
の
で
、
玄
説
の
雅
号
は
俳
諧
と
関
わ

り
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

江
戸
時
代
に
陶
磁
器
を
購
入
で
き

た
の
は
、
村
で
も
一
部
の
も
の
に

限
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
昭
和

四
十
五
年
（
一
九
七
〇
年
）
の
会
津

民
俗
研
究
会
に
よ
る
南
郷
村
（
現
南

会
津
町
）
の
民
俗
調
査
に
よ
る
と
、

陶
磁
器
は
高
価
で
貴
重
品
だ
っ
た
の

で
、
普
通
の
家
庭
で
は
ゴ
キ
（
木
で

ひ
い
た
わ
ん
）
も
皿
も
木
製
が
使
用

さ
れ
、
陶
磁
器
（
瀬
戸
物
）
に
変
わ

っ
た
の
は
明
治
中
ご
ろ
か
ら
で
し

た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
南
郷
村

に
隣
接
す
る
只
見
町
で
も
同
様
で
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

矢
澤
家
に
つ
い
て

　

塩
沢
の
河
井
継
之
助
記
念
館
は
、

故
矢
澤
大
二
氏
が
保
存
さ
れ
て
い
た

終
焉
の
間
や
遺
品
を
も
と
に
開
館
し

た
も
の
で
す
。
矢
澤
家
は
司
馬
遼
太

郎
氏
の
『
峠
』
の
主
人
公
に
な
っ
た

長
岡
藩
家
老
河
井
継
之
助
が
長
岡
の

戦
闘
で
負
傷
し
、
若
松
に
向
か
う
途

中
の
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
年
）
八

月
十
六
日
に
四
十
二
歳
で
終
焉
を
迎

え
た
家
で
、
当
時
矢
澤
家
は
医
師
を

家
業
と
し
て
い
ま
し
た
。
大
二
氏
の

お
話
に
よ
り
ま
す
と
、
矢
澤
家
は
中

世
に
金
山
谷
な
ど
を
支
配
し
た
山
内

氏
の
家
臣
で
し
た
が
、
豊
臣
秀
吉
の

奥
羽
仕
置
に
よ
っ
て
山
内
氏
が
所
領

を
失
っ
た
た
め
、
帰
農
し
た
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
江
戸
時
代
に
矢
澤
了

祐
が
医
師
を
開
業
し
ま
す
が
、
そ
の

時
期
は
位
牌
に
記
さ
れ
た
没
年
に
よ

り
一
八
世
紀
中
頃
以
降
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
以
後
、
玄
説
・
宗
益
・
宗
篤

と
四
代
に
わ
た
り
昭
和
初
期
ま
で
医



只
見
短
歌
会

八
月
例
会

大
塚
栄
一　
　

指
導

只
見
俳
句
会

目
黒
十
一　
　

指
導

町
民
文
芸

町
民
文
芸

信　

や
か
ま
し
い
蝉
が
邪
魔
す
る
昼
寝
時

観
音
の
寝
た
る
姿
や
雲
の
峰

都　

い
つ
ま
で
も
慣
れ
ぬ
正
座
や
夏
座
敷

汗
ば
み
て
右
左
へ
と
鍬
を
引
く

味
代
子

夏
帯
に
母
想
い
黙
す
帯
戸
の
間

朝
顔
の
庭
隅
に
咲
く
こ
ぼ
れ
種

礼　

一
と
品
は
散
歩
の
折
り
の
夏
蕨

別
荘
と
言
ふ
夏
草
叢
の
中
に
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

順　

子

光
る
と
き
風
の
音
聞
く
蛍
か
な

見
え
て
い
て
す
ぐ
に
消
え
ゆ
く
梅
雨
の
山

修　

一

夕
立
や
同
級
会
の
相
合
傘

太
過
ぎ
し
キ
ュ
ウ
リ
ど
っ
か
と
流
し
端

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一　

穂

初
ト
マ
ト
神
仏
に
上
げ
朝
餉
か
な

籠
編
む
草
軒
に
吊
し
て
土
用
入
り

 

古
川　

英
子

 

高
価
な
る
補
聴
器
買
へ
ど
も
煩
は
し
と
き
を
り
使
ふ
に
い
た
く
手
間
取
る

 

新
国
由
紀
子

炎
天
下
自
動
散
水
の
装
置
な
ど
に
子
は
黙
々
と
と
り
組
み
て
を
り

 

馬
場　

八
智

夏
草
を
取
り
つ
つ
空
を
見
上
ぐ
れ
ば
秋
あ
か
ね
早
も
出
で
て
驚
く

 

小
倉
キ
ミ
子

立
籠
め
る
朝
霧
の
中
つ
き
抜
け
て
澄
む
鳥
の
声
し
ば
し
聞
き
入
る

 

関
谷
登
美
子

水
爆
の
実
験
ニ
ュ
ー
ス
に
怒
り
た
る
被
爆
者
の
言
葉
に
胸
を
打
た
れ
る

 
渡
部
ゆ
き
子

眠
れ
ず
に
戸
を
開
け
を
り
て
裏
庭
の
ひ
と
つ
の
蛍
に
見
蕩
れ
て
居
た
り

 

目
黒　

富
子

含
ま
せ
ば
身
震
ひ
を
す
る
孫
達
に
梅
の
実
の
良
さ
説
く
顔
歪
む

 

渡
部
ヨ
リ
子

時
折
は
ハ
ウ
ス
の
中
に
風
入
り
て
ト
マ
ト
捥
ぎ
ゆ
く
顔
の
涼
し
き

 

新
国　

洋
子

声
に
出
し
唄
へ
ぬ
わ
れ
は
懐
か
し
き
昭
和
演
歌
の
歌
詞
め
く
り
ゐ
つ

 

（
出
詠
順
）

七
月
詠
草



総合政策課　
　地域振興係　財政係

総務課　
　総務係　職員係

町民生活課
　税　務　係
　町　民　係
保健福祉課
　保　健　係
　福　祉　係
農林振興課
　農政係　林政係
観光商工課
　観光係　商工係
環境整備課
　地域整備係
　生活環境係
会　計　室
議会事務局
農業委員会
教育委員会
学校給食センター
只見保育所
朝日保育所
明和保育所
朝日診療所
（歯科） 
訪問看護ステーション
 
こぶし苑 
只見振興センター 
朝日振興センター 
明和振興センター 

 
今
月
の

お
知
ら
せ

In
fo

rm
a
tio

n

女
性
の
た
め
の
相
談
窓
口

女
性
相
談
員
が
対
応
し
ま
す

10
月
の
強
化
月
間

「
不
正
軽
油
撲
滅
」に
つ
い
て

情
　
報

　
が
ん
に
関
し
て
の
知
識
を
深
め
、

共
に
考
え
る
為
の
イ
ベ
ン
ト
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。お
気
軽

に
ご
参
加
下
さ
い
。

●
日
時　

10
月
29
日（
土
）

　
　
　
　

受
付（
午
後
１
時
か
ら
）

●
会
場

　

南
会
津
町「
御
蔵
入
交
流
館
」

多
目
的･

健
診
ホ
ー
ル

●
対
象
者

　

地
域
住
民
の
皆
様
、医
療
・
保

健
・
福
祉
の
分
野
で
働
く
方

●
定
員　

１
０
０
名

●
申
込　

不
用（
参
加
料
無
料
）

●
主
催

　

福
島
県
が
ん
診
療
連
携
協

　

議
会
相
談
支
援
部
会

●
お
問
合
せ

　

竹
田
綜
合
病
院

　

医
療
社
会
福
祉
課

　

☎
０
２
４
２（
29
）９
８
９
８

　

県
で
は
、女
性
が
抱
え
る
さ
ま

ざ
ま
な
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

　

女
性
相
談
員
が
あ
な
た
と
一
緒

に
、問
題
解
決
の
お
手
伝
い
を
し

ま
す
。

・
配
偶
者
や
恋
人
か
ら
の
暴
力

（
Ｄ
Ｖ
）

・
結
婚
や
離
婚
な
ど
家
庭
内
の
ト

ラ
ブ
ル

・
家
族
関
係

・
経
済
面
や
生
活
の
こ
と　

な
ど

●
相
談
・
問
い
合
わ
せ

　

福
島
県
南
会
津

　

保
健
福
祉
事
務
所

　

女
性
相
談
窓
口

　

☎
０
２
４
１（
63
）０
３
０
５

　

福
島
県
女
性
の
た
め
の
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー　

女
性
相
談
窓
口

　

☎
０
２
４（
５
２
２
）１
０
１
０

　

県
で
は
、10
月
を「
不
正
軽
油

撲
滅
強
化
月
間
」と
定
め
、関
係

団
体
と
協
力
し
て
、不
正
軽
油
の

排
除
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

軽
油
に
課
せ
ら
れ
る
県
税
で
あ

る
軽
油
引
取
税
を
脱
税
す
る
目

的
で
、軽
油
に
灯
油
や
重
油
を
混

ぜ
る
な
ど
し
て
製
造
さ
れ
る
燃

料
、い
わ
ゆ
る「
不
正
軽
油
」が
正

常
な
軽
油
と
偽
っ
て
販
売
・
使
用

さ
れ
て
い
る
事
例
が
あ
り
ま
す
。

　
「
不
正
軽
油
を
作
ら
な
い・
売
ら

な
い・
買
わ
な
い・
使
わ
な
い
」

　

不
正
軽
油
の
防
止
・
撲
滅
に
は
、

県
民
の
皆
様
の
ご
協
力
と
情
報
提

供
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。不
正
軽
油

の
情
報
提
供
に
つ
き
ま
し
て
は
、

左
記
の
お
問
合
せ
先
ま
で
ご
連
絡

下
さ
い
。

●
お
問
合
せ

　

県
庁
総
務
部
税
務
課

　

☎
０
２
４（
５
２
１
）７
２
０
５

　

℻
０
２
４（
５
２
１
）７
９
０
５

　
　

zeim
u@
pref.fukushim

a.lg.jp

　

南
会
津
地
方
振
興
局
県
税
部

　

☎
０
２
４
１（
62
）５
２
１
４

出
張「
が
ん
相
談
」＆「
特
別

講
演
会
」in
南
会
津
を
開
催

10
月
の
強
化
週
間

「
公
証
週
間
」に
つ
い
て

相
　
談

　

10
月
１
日
か
ら
７
日
は「
公
証

週
間
」で
す
。遺
産
相
続
、任
意
後

見
契
約
、金
銭
賃
借
、不
動
産
賃

借
、離
婚
に
際
し
て
の
慰
謝
料
、養

育
費
な
ど
の
問
題
は
、後
々
に
も

め
ご
と
を
引
き
起
こ
し
が
ち
で
す
。

そ
ん
な
と
き
遺
言
や
当
事
者
間
の

取
り
決
め
を
公
正
証
書
に
し
て
お

け
ば
、ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
し
、権
利

や
財
産
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。相
談
は
無
料
で
す
。お
気
軽
に

ご
相
談
下
さ
い
。

●
お
問
合
せ

　

会
津
若
松
公
証
役
場

　

☎
０
２
４
２（
37
）１
９
５
５

お
知
ら
せ

9
月
26
日
ま
で
に

　
　
　
　
　

納
め
ま
し
ょ
う

●
国
民
健
康
保
険
税（
３
期
）

●
介
護
保
険
料（
３
期
）

●
後
期
高
齢
者
保
険
料（
２
期
）

●
水
道
使
用
料（
２
期
）

●
農
集
排
使
用
料（
９
月
分
）



　８月は暑さとともに何かと慌ただしい月だった。盆の帰省客
や成人式、各地区での盆踊りの開催などで心が弾む一方、
時が去ればその反動で気だるさと寂寥感が残る。それでもこ
の夏に開催されたオリンピックでの日本選手の活躍が連日報
道を賑わし、そんな気持ちも少しは和らいだような気がする。
　さて、布沢集落に新しい風が吹いている。宇都宮大学生と布
沢区との交流が始まって早７年。区民と学生達との信頼感は
深まり、交流の輪が広がりつつある。地区の行事や普請への参
加とサポート、農業生産、今年は流しそうめんを準備してお年寄
りに喜ばれた。さらに現在JR東労組東京地本の皆さんが空き
家を譲り受け“山村暮らし体験施設”を整備し活動拠点の準
備中で、今年は森林の分校ふざわの川向かいの荒れていた棚
田を復元され素晴らしい景観が蘇った。もとより“恵みの森”や
“森林の分校ふざわ”など、人気スポットや食事・宿泊ができる
施設があり、来訪者は年 増々加しつつあるが、今回の学生や都
市住民との絆が生まれたのは、集落の人達の生まれ育ったふ
るさとへの存続をかけた熱い思いや活動が引き寄せたものだ
と思う。
　最後に何よりうれしいことは、２組のカップル誕生だ。１組
は素敵な女性が塩ノ岐から布沢に嫁いでくれた。もう１組は
来春に遠く福岡県から布沢の青年に嫁いでくる（５年前の
豪雨災害が縁の始まり）。
　“青年に祝福！”“嫁さんに感謝！”
　「末端集落」と言っていた地域が、まさに「先端集落」に向
けて走って欲しいと願う。

〈8月分〉
「末端集落から先端集落へ」

只見町長　目黒　吉久

町長の手帳
 １日 朝日財産区管理会委員辞令交付、
  只見町議会8月会議
 ２日 国道289号建設期成同盟会正副会長会議（東京）
 ３日 朝日新聞社取材
 ４日 南会津地方広域市町村圏組合管理者会、
  南会津地方環境衛生組合管理者会（南会津町）
 ５日 福島県治水・砂防協会役員会及び総会（福島市）
 ６日 沼沢湖水まつり（金山町）
 ８日 会津縦貫道整備促進に係る中央要望（東京）
 ９日 民進党移動政調会
 １０日 ＪＡよつば専務来庁、阿賀川河川事務所長来庁、

県民税完納感謝状贈呈式、
  只見川電源流域管内首長情報交歓会（柳津町）
 １２日 農業委員会委員辞令交付
 １５日 只見町成人式
 １６日 河井継之助墓前祭
 １８日 県知事との意見交換、いわき光英氏来庁
 １９日 季の郷湯ら里取締役会、
  水の郷うまいもんまつり実行委員会
 ２２日 国道289号建設期成同盟会新潟県内要望（新潟

県庁等）
 ２３日 9月補正予算査定、
  極上の会津プロジェクト協議会臨時総会（会津若松市）
 ２５日 エコパーク連絡調整会議、
  県公立学校退職校長会要望
 ２６日 国道289号建設期成同盟会総会・事業説明会・中

央要望（東京）
 ２７日 人と自然をつなぐ講演会
 ２８日 福祉の里夏まつり
 ２９日 南会津地方環境衛生組合定例議会（下郷町）、
  元只見町議会議員 故 岩渕正明氏告別式
 ３０日 只見川河川整備促進期成同盟会県要望活動（福

島市）～中央要望活動（東京）～31日

せきりょうかん

　

借
金
を
抱
え
、
お
悩
み
の
方
々
か
ら
の
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。借
金
問
題
は
さ
ま
ざ

ま
な
方
法
で
解
決
で
き
ま
す
。お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

●
相
談
窓
口

　

財
務
省
福
島
財
務
事
務
所　

理
財
課

●
受
付
時
間

　

平
日　

８
時
30
分
〜
12
時

　
　
　
　

13
時
〜
16
時
30
分

●
電
話（
多
重
債
務
相
談
窓
口
直
通
）

　

☎
０
２
４（
５
３
３
）０
０
６
４

　
「
お
こ
づ
か
い
帳
を
つ
け
よ
う
」「
日
本
の

財
政
を
考
え
よ
う
」「
な
り
す
ま
し
詐
欺
被

害
防
止
」な
ど
、
小
学
生
か
ら
高
齢
者
の
皆

さ
ま
を
対
象
に
出
前
講
座
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。講
演
料
は
無
料
で
す
。お
気
軽
に
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
合
せ
先

　

財
務
省
福
島
財
務
事
務
所　

総
務
課

　

☎
０
２
４（
５
３
５
）０
３
０
１

財
務
省
福
島
財
務
事
務
所
よ
り

ご
案
内

「
多
重
債
務
相
談
窓
口
」

「
出
前
講
座
」



あ
と
が
き

あ
と
が
き

人のうごき

町民
憲章

1、 ゆたかな緑ときれいな水をまもり美しい町をつくりましょう

1、 互いに助け合い親切をつくし楽しい町をつくりましょう

1、 産業をおこしみんなで働ける豊かな町をつくりましょう

1、 教養を深め心と体をきたえ文化の町をつくりましょう

1、 きまりを守り良い風習を育て住みよい町をつくりましょう

★その他にも図書室にはたくさんの本が置いてあります。リクエ
ストも随時受付けていますので、ぜひご利用ください。

人　口　４，４１３（－　３）
　男　　２，１６１（±　０）
　女　　２，２５２（－　３）
世帯数　１，８１４（－　２）
高齢化率　　　　４４．８０％

※高齢化率とは、６５歳以上の人が人口に占める割合です。

転入　７　転出　４　出生　３　死亡　９

（7月26日～8月25日届出分）敬称略

平成28年8月1日現在

▽
国
道
２
８
９
号
八
十
里
越
区
間
の
開
通

を
見
据
え
、
只
見
町
と
三
条
市
の
交
流
が

活
発
に
な
っ
て
い
ま
す
。
会
津
工
場
と
㈱
ス

ノ
ー
ピ
ー
ク
の
技
術
連
携
、
そ
し
て
㈱
ス
ノ

ー
ピ
ー
ク
に
よ
る
只
見
町
版
ア
ウ
ト
ド
ア

の
提
案
が
な
さ
れ
、
着
々
と
開
通
へ
の
準

備
・
交
流
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

８
月
16
日
に
は
、
八
十
里
越
を
通
り
只

見
町
で
亡
く
な
っ
た
河
井
継
之
助
の
墓
前

祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
没
後
１
４
８
年

の
現
在
、
今
も
昔
も
変
わ
ら
ず
八
十
里
越

し
を
通
じ
て
新
潟
県
と
の
絆
が
強
い
と
感

じ
ま
し
た
。
只
見
町
と
新
潟
県
の
希
望
の

路
が
早
く
開
通
し
て
く
れ
る
こ
と
を
祈
っ

て
い
ま
す
。

（
三
瓶
）

只見振興センター
図書室☎82-2141

只見振興センター
浅野リサ

※「町民の消息」欄に掲載を希望されない方は、
　届出のときにその旨をお伝えください。

■おくやみ申し上げます
　　家　チヨコ 87歳 黒　谷
皆　川　光　雄 85歳 只　見
本　名　一　二 80歳 福　井
目　黒　清　三 92歳 熊　倉

■お誕生おめでとうございます
酒　井　希乃花（女／一行・敦子）黒　谷
三　瓶　乃々葉（女／真人・恭子）楢　戸
吉　津　莉　子（女／智之・裕美子）長　浜

の の か

の の は

り　　　 こ

二軒在家　印南　春樹♡赤塚美由紀　二軒在家
布　沢　大竹　隆二♡志水　友香　福岡県

■ご結婚おめでとうございます

　ガンで、残り少ない命を覚悟
した母親が、5 歳の幼き娘に伝
えたのは、ひとりでも生きていけ
るための力 ! ベストセラーとなっ
た原作『はなちゃんのみそ汁』
（文藝春秋）。24 時間テレビでも
ドラマ化された感動の実話が、
親から子へと読み継がれる絵本

になりました。はなちゃんのみそ汁レシピつきです !
　この絵本は食育、生きる力をテーマにしたお話でとても良
い本です。

魚戸おさむ/著（講談社）

★ポイズンドーター・ホーリーマザー

★はなちゃんのみそ汁

　女優の藤吉弓香は、故郷で開
催される同窓会の誘いを断った。
母親に会いたくないのだ。中学生
の頃から、自分を思うようにコント
ロールしようとする母親が原因の
頭痛に悩まされてきた。同じ苦し
みを抱えた親友からの説得もあっ
て悩んだのだが……。そんな折、
「毒親」をテーマにしたトーク番組
への出演依頼が届く。（「ポイズン
ドーター」より）

　呆然、驚愕、爽快、感動―さまざまに感情を揺さぶられる圧
巻の傑作集！
　すべて一人称の話口調で書かれていて、湊かなえさん独特
の雰囲気でジワジワと怖さが増していく作品になっています。

湊かなえ/著（光文社）
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クスサン

市町村対抗野球 只見町チーム結集！
※
環
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■ 発行／只見町　〒968-0498  福島県南会津郡只見町大字只見字雨堤1039
■ 編集／総務課総務係　http://www.tadami.gr.jp/　 0241（82）5210
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　クスサンは９月に見られる大型の蛾で
す。翅を広げた状態で人の手のひらぐらい
の大きさがあります。クスサンの属するヤ
ママユガの仲間は日本最大級の大きさの蛾
のグループです。他には、ヤママユ、ウス
タビガやオオミズアオなどがいます。どこ
かで見たことがありませんか。このクスサ
ンはブナ科の樹木を広く食草とします。他
にも名前につくようにクスノキも食草とし
ます。幼虫は長い白い毛が生えていること
からシラガタロウという別名があり、栗の
花に非常に似ています。来年の夏の時期に
探してみるといいかもしれません。去年は

クスサンが多く見られました。朝に街灯の近くに行くと何匹も弱って落ちていました。
よく見ると、個体によって黄色みがかかっているもの、赤色が強いものと色のバリエ
ーションが様々です。昔、只見で盛んであった養蚕で使われたカイコのようにクスサ
ンの糸にも利用用途があります。テグス（釣り糸）を作るのに使われていたそうです。
そのため、もう一つ別名としてテグスサンとも呼ばれています。植物に限らず昆虫に
も昔からいろいろな利用方法があるのですね。
※クスサンのように家畜化していない絹糸を作る昆虫から採る野蚕絹（ワイルドシルク）
が注目されています。

　第10回市町村対抗野球福島県軟式野球大会に出場する只見町チームが、練習に汗
を流しています。メンバーは町内の野球チームから有志を募り、只見町出身者の選手な
どを加え26名で結成。過去９回の大会
は、第６回大会のベスト16が最高。今年
はベスト16を越える結果を目標にしてい
ます。キャプテンの五十嵐譲さんは「一戦
必勝で戦います！」と力強くコメントして
くれました。只見町の初戦は９月17日午
後１時から開成山球場（郡山）で石川町
と対戦します。皆様の応援よろしくお願
いします。

Vol.77

［ヤママユガ科　ヤママユガ属］

（学名：　 　　　　　   ）

詳しくは、
只見町ブナセンター
までお問い合わせ

ください

Caligula japonica

▲街灯近くに集まったクスサン（左）、
　黄色い個体（右上）、赤い個体（右下）

「只見の昆虫たち－只見自然環境基礎調査の報告」
期　間：7月23日（土）～10月10日（月）
場　所：ただみ・ブナと川のミュージアム　２階ギャラリー

企画展示

▲９月２日 朝日振興センターで行われた結団式

Vol.77


